
令 和 ４ 年 度

西粟倉村簡易水道事業特別会計予算



令和４年度西粟倉村簡易水道事業特別会計予算

令和４年度西粟倉村簡易水道事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）
第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８６，５９２千円と定める。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）
第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為で翌年度以降

にわたるものについての前年度末までの支出額又は支出額の見込及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書」による。

（地 方 債）
第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は

「第３表地方債」による。

（歳出予算の流用）
第４条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。

令和 ４年 ３月 日 提出 西 粟 倉 村 長 青 木 秀 樹

令和 ４年 ３月 日 議決 西粟倉村議会議長 金 田 豊 治

-1-



第１表　歳入歳出予算

     歳        入 (単位：千円)

款 項

 1 分担金及び負担金 ５，９５６

 1 分担金 ５，９５６

 2 使用料及び手数料 ２６，６６０

 1 使用料 ２６，６３０

 2 手数料 ３０

3 繰入金 ４８，８６６

 1 一般会計繰入金 ４８，８６６

4 繰越金 １００

 1 繰越金 １００

5 諸収入 １０

 1 雑入 １０

6 村債 ５，０００

 1 村債 ５，０００

８６，５９２

金 額

歳 入 合 計

簡易水道事業特別会計
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     歳        出 (単位：千円)

款 項

 1 総務費 １３，５５７

 1 総務管理費 １３，５５７

 2 水道事業費 ２４，６７０

 1 簡易水道費 ２４，６７０

 3 公債費 ４８，２６５

 1 公債費 ４８，２６５

 4 予備費 １００

 1 予備費 １００

８６，５９２

金 額

歳 出 合 計

簡易水道事業特別会計
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期　間 金　額 期　間 金　額
国　県
支出金

地方債 その他

公営企業会計適用事業（簡水） 5,100 令和3年度 0 令和4年度 5,100 5,000 100

（単位：千円）

事　項 限度額

前年度末まで
の支出見込額

当該年度以降
の支出予定額

左の財源内訳

特定財源

一般財源

第２表 債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの

支出額又は支出額の見込及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

-4-



（ 単位：千円 ）
起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

１．水道事業（簡易水
道・公営企業会計適用
債）

5,000 証書借入

3.0％以内
（ただし、利率見直し
方式で借り入れる政府
資金及び地方公共団体
金融機構について、利
率見直しを行った後に
おいては、当該見直し
後の利率）

　政府資金についてはその融資条件により、銀行その他の場合は債
権者と協定するものとする。ただし、村財政の都合により据置期間
及び償還期間を短縮し、又は繰上償還もしくは低利に借換えするこ
とができる。

第３表　地　方　債
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（単位：千円）

区 前 々 年 度 末 前 年 度 末 現在 当 該 年 度 末

分 の 現 在 高 高 見 込 額 起 債 見 込 額 償 還 見 込 額 現 在 高 見 込額

過 疎 58,950 48,538 6,910 41,628

辺 地 44,750 39,530 5,220 34,310

（小計） 103,700 88,068 12,130 75,938

簡 易 水 道 250,244 221,427 5,000 33,260 193,167

（小計） 250,244 221,427 5,000 33,260 193,167

353,944 309,495 5,000 45,390 269,105

普
通
債

簡
易
水
道
事
業
債

地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末

及び当該年度における現在高の見込みに関する調書

分　　　類
当該年度中の増減見込額

備　　　考

合　　　　　計

簡易水道事業特別会計
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１．総括

歳　入 (単位：千円)

款

 1 分担金及び負担金 5,956 676 5,280

 2 使用料及び手数料 26,660 25,260 1,400

3 繰入金 48,866 47,050 1,816

4 繰越金 100 100 0

5 諸収入 10 10 0

6 村債 5,000 5,000 0

86,592 78,096 8,496

本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 比 較

歳 入 合 計

簡易水道事業特別会計
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歳　出 (単位：千円)

款

 1 総務費 13,557 10,781 2,776 5,000 8,557 

 2 水道事業費 24,670 18,924 5,746 4,020 20,650 

 3 公債費 48,265 48,291 △26 48,265 

 4 予備費 100 100 0 100 

86,592 78,096 8,496 5,000 4,020 77,572 歳 出 合 計

本 年 度 予 算 額 前 年 度 予 算 額 比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一 般 財 源

国 県 支 出 金 地 方 債 そ の 他

簡易水道事業特別会計
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２．歳入
（款）  1 分担金及び負担金

（項）  1 分担金 （単位 ： 千円）

節   

目

 1 簡易水道事業分担金 5,956 676 5,280  1 簡易水道建 5,956 新規加入金 1,936

設事業費分 新規加入金　176,000円×1件

担金 新規加入金　コンテナハウスB用地　176,000円×3件

新規加入金　コンテナハウスC用地　176,000円×1件

新規加入金　コンテナハウスD用地　176,000円×2件

新規加入金　小林氏（洋菓子店）　176,000円×1件

新規加入金　永田アキミ邸　離れ　176,000円×1件

新規加入金　石川照男氏（空き家改修）　176,000円×1件

新規加入金　白籏邸　176,000円×1件

工事負担金 4,020

工事費　500,000円

工事費　コンテナハウスB用地　　520,000円

工事費　コンテナハウスC用地　　500,000円

工事費　コンテナハウスD用地　　500,000円

工事費　小林氏（洋菓子店）　500,000円

工事費　永田アキミ邸　離れ　500,000円

工事費　石川照男氏（空き家改修）　500,000円

工事費　白籏邸　500,000円

計 5,956 676 5,280

本 年 度 前 年 度 比 較
区 分 金 額

説 明

簡易水道事業特別会計
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（款）  2 使用料及び手数料

（項）  1 使用料 （単位 ： 千円）

節   

目

 1 水道使用料 26,630 25,230 1,400  1 水道使用料 26,600 水道使用料（現年分） 26,600

（現年分）

 2 水道使用料 30 水道使用料（滞納繰越分） 30

計 26,630 25,230 1,400

（款）  2 使用料及び手数料

（項）  2 手数料 （単位 ： 千円）

節   

目

 1 水道手数料 30 30 0  1 水道手数料 30 水道手数料 30

計 30 30 0

（款）  3 繰入金

（項）  1 一般会計繰入金 （単位 ： 千円）

節   

目

 1 一般会計繰入金 48,866 47,050 1,816  1 一般会計繰 48,866 一般会計繰入金 48,866

入金

計 48,866 47,050 1,816

本 年 度 前 年 度 比 較
区 分 金 額

説 明

本 年 度 前 年 度 比 較
区 分 金 額

説 明

本 年 度 前 年 度 比 較
区 分 金 額

説 明

（滞納繰越分）

簡易水道事業特別会計
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（款）  4 繰越金

（項）  1 繰越金 （単位 ： 千円）

節   

目

 1 繰越金 100 100 0  1 繰越金 100 前年度繰越金 100

計 100 100 0

（款）  5 諸収入

（項）  1 雑入 （単位 ： 千円）

節   

目

 1 雑入 10 10 0  1 雑入 10 その他雑入 10

その他雑入　10,000円

計 10 10 0

（款）  6 村債

（項）  1 村債 （単位 ： 千円）

節   

目

 2 簡易水道事業 5,000 5,000 0  2 簡易水道整 5,000 公営企業会計適用事業（簡水） 5,000

備事業債

計 5,000 5,000 0

金 額
説 明

説 明

本 年 度 前 年 度 比 較
区 分 金 額

説 明

本 年 度 前 年 度 比 較
区 分 金 額

本 年 度 前 年 度 比 較
区 分

簡易水道事業特別会計
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３．歳出
（款）  1 総務費

（項）  1 総務管理費 （単位 ： 千円）

節       

目

 1 一般管理費 13,557 10,781 2,776 5,000 8,557  2 給　料 4,190 一般職給 1,970 一般職員人件費 3,952

会計年度任用職給 2,220 一般経常管理費 4,505

 3 職員手当等 1,634 扶養手当 39 公営企業会計適用事業 5,100

通勤手当 147

住居手当 150

時間外勤務手当 50

一般職期末手当 369

勤勉手当 328

通勤手当

（会計年度任用職員） 43

時間外勤務手当

（会計年度任用職員） 120

期末手当

（会計年度任用職員） 388

 4 共済費 603 共済組合負担金 599

互助組合負担金 4

10 需用費 34 消耗品費 34

11 役務費 150 手　数　料 150

12 委託料 5,780 委託料（物） 5,780

18 負担金，補 296 負担金（人） 296

助及び交付

金

26 公課費 870 公　課　費 870

計 13,557 10,781 2,776 5,000 8,557

区 分 金 額
説 明

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

簡易水道事業特別会計
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（款）  2 水道事業費

（項）  1 簡易水道費 （単位 ： 千円）

節       

目

 1 維持管理費 20,650 18,424 2,226 20,650 10 需用費 16,439 消耗品費 1,390 経常維持管理費 20,650

光熱水費 3,840

修　繕　料 11,209

11 役務費 949 通信運搬費 418

手　数　料 490

保　険　料 41

12 委託料 3,190 委託料（物） 3,190

13 使用料及び 65 使用料及び賃借料 65

賃借料

26 公課費 7 公　課　費 7

 2 簡易水道施設 4,020 500 3,520 4,020 0 14 工事請負費 4,020 工事請負費 4,020 受託工事事業 4,020

建設事業費

計 24,670 18,924 5,746 4,020 20,650

（款）  3 公債費

（項）  1 公債費 （単位 ： 千円）

節       

目

 1 元金 45,390 44,553 837 45,390 22 償還金，利 45,390 長期債償還元金 45,390 償還金元金 45,390

子及び割引

料

区 分 金 額
説 明

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

区 分 金 額
説 明

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

簡易水道事業特別会計
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（款）  3 公債費

（項）  1 公債費 （単位 ： 千円）

節       

目

 2 利子 2,875 3,738 △863 2,875 22 償還金，利 2,875 長期債償還利子 2,875 償還金利子 2,875

子及び割引

料

計 48,265 48,291 △26 48,265

（款）  4 予備費

（項）  1 予備費 （単位 ： 千円）

節       

目

 1 予備費 100 100 0 100 28 予備費 100 予　備　費 100 予備費 100

計 100 100 0 100

区 分 金 額
説 明

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

区 分 金 額
説 明

国県支出金 地 方 債 そ の 他

本 年 度 前 年 度 比 較

本 年 度 予 算 額 の 財 源 内 訳

特 定 財 源
一般財源

簡易水道事業特別会計
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職員数 職員手当

（人） （千円）

1 1,970 786 2,756 603 3,359

1 1,182 937 2,119 507 2,626

788 △ 151 637 96 733

職 員 手 当

本年度 39 50 697

の 内 訳 前年度 150 147 200 440

比　 較 39 △ 150 △ 147 △ 150 257

共済費
（千円）

合　計
（千円）

（１）　総　　括

報　酬
（千円）

給　　　　　　与　　　　　　　費

給　料
（千円）

計
（千円）

通 　　勤
手   　当
（千円）

住　　 居
手　   当
（千円）

児       童
手　　　当
（千円）

期末勤勉
手　　　当
（千円）

寒  冷  地
手　　　当
（千円）

扶　　　養
手　　　当
（千円）

給　　　　与　　　　費　　　　明　　　　細　　　　書

本　　年　　度

前　　年　　度

比　　　　　較

　一　般　職　

区　　分

区　　　　　　分

宿 日 直
手   　当
（千円）

備　考

時  間  外
手　　　当
（千円）

簡易水道事業特別会計
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区 分 備　　考

788

△ 151

（２）　給料及び職員手当の増減額の明細

給　　料

増減額

788

そ の 他 の 増 減 分

説　　　　　明増減事由別内訳（千円）

給 与 改 定 に 伴 う 増 減 分

△ 151
制 度 改 正 に 伴 う 増 減 分

平 均 給 与 月 額 （ 円 ）

平 均 年 齢 （ 歳 ）

３年４月１日現在

職員の異動による給料の差額

職員の異動による差額及び期末手当支
給率の引き下げによる減額

２年４月１日現在

平 均 給 料 月 額 （ 円 ）

区　　　　　　　　　　　　分 行政職（一）

昇 給 に 伴 う 増 加 分

193,900

328,200

334,700

職員手当

平 均 給 料 月 額 （ 円 ）

平 均 給 与 月 額 （ 円 ）

平 均 年 齢 （ 歳 ）

（３）　給料及び職員手当の状況

　 　ア　職員１人当たり給与

27

193,900

そ の 他 の 増 減 分

50

簡易水道事業特別会計
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区 分

高 校 卒

大 学 卒

ウ　級別職員数

級 職員数（人） 構成比（％）

６

５

４

３ 1 100

２

１

計 1 100

級 職員数（人） 構成比（％）

６

５

４

３

２

１ 1 100

計 1 100

182,200

行政職（一）
区　　　　　　　分

イ　初任給

４年４月１日現在

区　　　　　　　分
行政職（一）

３年４月１日現在

行政職（一）

150,600

簡易水道事業特別会計
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　区　　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級
行政職（一） 主事補・主事 主事 主任・係長 主幹 課長補佐 課長・参事
医療職（三）

エ　昇給

行政職（一） 医療職（三）
1 1
1 1

1 1

100 100
1 1
1 1

1 1

100 100

支給率
国の制度 - - - -

33.2708 47.7124.58688 47.71
-

その他の

-

最高限度
備考

-

　　　　（月分） 加算措置等

カ　定年退職及び勧奨退職に係る退職手当

区分
20年勤続の 25年勤続の

4.150

35年勤続の
者　　（月分） 者　　（月分） 者　　（月分）

１２月  （月分）

支　給　期　別　支　給　率

国　の　制　度 2.000 2.150

4.150
有

本　　年　　度 2.000
前　　年　　度 2.225 2.225

2.150 有
4.450

備考支給率計　　（月分)

前
年
度

職　　員  　数　　    　　　　　（Ａ）（人）
昇給に係る職員数　      　　（Ｂ）（人）

号給数別内訳

２号給　            　 （人）
４号給                 （人）
６号給                 （人）
８号給                 （人）

８号給                 （人）

合　　計

職制上の段階・
職務の等級に

比率（Ｂ）／（Ａ）　　       　　　　　（％）

（等級別の標準的な職務内容）

　区　　　分　　　

オ　期末勤勉手当

区　　　　分
６月　（月分）

代表的な職種

よる加算措置

２号給　            　 （人）
４号給                 （人）

本
年
度

職　　員　  数　　　　　　     　（Ａ）（人）
昇給に係る職員数　       　　（Ｂ）（人）

号給数別内訳
６号給                 （人）

比率（Ｂ）／（Ａ）　　       　　　　　（％）

簡易水道事業特別会計
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